
第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 1,296

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

平成25年度 平成26年度 平成27年度

18－01－①

持続的・安定的な農業経営の確立

新しい技術や生産方式の導入を進めつつ、生産・流通の改善を図り、安定した農業経営の確立を図ります。

高度水田営農推進事業費補助給付面積（10a）

（※基準値） 1,296 1,296

1,215 1,290 1,267

高度水田営農推進事業費補助給付面積は、前年度より230a減少した。
ブロックローテーションにて麦の作付を行っているものの、団地化の要件に達していないケースが多かったた
め、前年度より減少となった。

国の施策を活用するために、市としても農業者を支援することで、生産の組織化および水田の高度利用をより
一層進め、農業経営の安定につながっている。

経営所得安定対策等の国の施策を活用し、県やＪＡ等と連携し、農業者の安定的経営を図っていく。
また、農産物の6次産業化の補助金制度を活用し支援を行なう。

主要事業 担当課 達成度評価理由

草津ブランド力強化事業 農林水産課

草津ブランド推進協議会において、「ブラン
ドロゴマーク」の選定、6品目、関連商品22
品目のブランド認証を行った。
3月には「草津野菜マルシェ」を開催し、草
津ブランド認証品目を中心に草津産農水
産物の販売・ＰＲイベントを開催した。

水田営農推進事業 農林水産課
5月の農業懇談会開催時に制度説明を行
い、普及促進を図った。

事務事業 担当課
経営体育成交付金事業 農林水産課
農業者年金運営事業 農業委員会

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

18-01-①



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 100%

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

県営かんがい排水事業草津用水地区進捗率（％）

18－01－②

農地の保全と農業的土地利用の増進

未整備地域の農地の整備と保全、農業的土地利用の集積化など優良農地の確保と併せ、効率的な営農環境の
整備のため草津用水二期事業等を促進します。

草津用水二期事業における、第一段送水路以外も含めた全体での事業変更について、平成28年度に国の採択
が得られたことから、関係機関との調整に努め、県営事業が計画通り事業進捗できるように取り組みを行う。

平成25年度 平成26度 平成27年度

（※基準値） 82.2% 95.2%

70.9% 87.7% 95.2%

草津用水土地改良区の基幹的な土地改良施設の機能更新事業（第一段送水路地区）の円滑な推進が図られた。

事業の進捗について、目標値の成果が上がっており、平成28年度完了に向けた事業の円滑な進捗が図られた。

主要事業 担当課 達成度評価理由

農業振興地域整備計画策定事
業

農林水産課
農業振興地域内の農用地区域からの除外は
市街化区域編入による1件にとどめ、優良農
地の確保に努めた。

人・農地問題解決加速化支援事業 農林水産課

有害鳥獣捕獲事業 農林水産課
捕獲の実施や、侵入防止柵設置等の被害防
止施策により、有害鳥獣による農作物被害
の減少に努めた。

土地改良区事業費補助金事務
（草津用水・北山田畑地）

農林水産課
土地改良区が実施する土地改良事業に対す
る支援により農業用施設の機能維持更新に
努めた。

土地改良事業補助金事務 農林水産課
地元主体で取り組む土地改良事業に対する
支援により施設の機能維持更新に努めた。

事務事業 担当課

農地流動化推進事業 農林水産課

小規模土地改良事業 農林水産課
ほ場整備地元負担軽減補助金事務 農林水産課

農地中間管理事業 農林水産課

土地改良事業推進対策事務 農林水産課
土地改良施設維持管理事業 農林水産課
土地改良事業関係団体負担金事務 農林水産課
馬場山寺基盤整備推進事業 農林水産課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

18-01-②



第５次草津市総合計画第２期基本計画

農林水産課
県土地改良事業費負担金事務 農林水産課

農地基本台帳整備事業 農業委員会
団体営農道舗装事業

18-01-②



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 63.0

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

地元の農産物を購入するよう心がけている市民の割合（％）

18－01－③

市民ニーズに応える地産地消の推進

食育と連携した地産地消の流通システムを構築し、農業の多面的機能への市民理解や地元農産物への信頼
向上など、生産者と消費者の結びつきを強めます。

地産地消については、量販店、事業所食堂、学校給食など様々な販売チャネルを視野に関係機関と連携を進
める必要がある。また、地元野菜の認知度を高めるために、より一層地元野菜のＰＲに努める必要がある。

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（※基準値） 61.0 62.0

50.9 43.1 50.6

市民意識調査の結果、地元の農産物を購入するよう心がけている市民の割合は、前年度より7.5％増加した。
平成26年度に立ち上げた「草津ブランド推進協議会」の取り組みの成果が表れたものと考える。

JA、給食センター、県、市とで、学校給食における地産地消検討会を開催し、地元産農産物の使用拡大に向
けて協議を重ね、昨年度より地元産農産物の使用品目数が増加した。

主要事業 担当課 達成度評価理由

農業体験食育推進事業 農林水産課
市内13小学校において、たんぼのこ体験
事業を推進した。

事務事業 担当課
成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

18-01-③



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 19.8%

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

農業多面的機能発揮促進事業取組割合（％）

18－01－④

「農」のあるまちづくり

環境に配慮した市民生活にうるおいをもたらす農業・農村環境の保全を図るとともに、市民が「農」とふれあう
機会の場を創出します。

当該事業は農地と自然環境を保全する取り組みとして、農業振興地域を対象として平成19年度から活動が実
施されている。当初、平成28年度まで継続される予定であったが、平成26年度制度改正があり平成30年度ま
での継続となったこと、平成27年度から法制化され市が促進計画を立て、活動団体への直接交付となったこと
を受け、更なる活動支援を行い、継続して新たな取組み団体への啓発に取り組む。

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（※基準値） 19.8% 19.8%

19.8% 19.8% 19.8%

農業多面的機能発揮促進事業取組割合　＝　取組面積　／　農業振興地域面積（農地等）

事業名称の変更に伴い、成果指標の事業名を変更した。
事業取組目標における環境保全向上の活動が実施された。

日常の施設点検と補修により施設の長寿命化が図れている。また、事業取組目標の地域において活動が実
施されている。

主要事業 担当課 達成度評価理由

農業多面的機能発揮促進事業 農林水産課
事業取組目標の地域において活動が実
施されており農地や水路等の農業生産基
盤の機能維持が図れた。

事務事業 担当課
成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

18-01-④



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 5.5

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

草津市を農産品や特産品など名物のあるまちとイメージする市民の割合（％）

18－01－⑤

農業振興のためのネットワークの強化

総合的な農業振興のため、JAや県、教育機関、流通関連事業者、研究機関等との連携・ネットワークを強化
し、ブランド推進を図ります。

市民が農業を身近に感じてもらうために、「市民農園」の適切な維持管理に努める。
農水産物の振興のために、直売所の役割を担っている「道の駅草津」の適切な維持管理に努める。
草津ブランド推進協議会を中心に、地元の農産物や特産品のＰＲに努める。

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（※基準値） 3.5 4.5

2.5 2.2 1.5

市民意識調査の結果、草津市を農産品や特産品など名物のあるまちとイメージする市民の割合は、前年度よ
り　0.7％減少した。さらに、市民に地元の農産物や特産品のＰＲを行い、購入できる機会を増やす取り組みを
進める。

JA、県、農業委員会、市が連携して農業振興を推進した。市民農園や道の駅草津の適切な維持管理を行っ
た。

主要事業 担当課 達成度評価理由

農業振興協議会負担金事務 農林水産課
関係機関と連携し、総合的な農業振興を
図った。

湖南地域農業センター負担金事務 農林水産課

「道の駅草津」管理運営事業 農林水産課
農水産物振興の拠点施設として、日常的
な管理運営と都市住民との交流を図っ
た。

農業委員会運営事業 農業委員会
法令に基づく許可事務の適正執行、農業
委員会の適正な運営に努めた。

事務事業 担当課

農業振興対策事務 農林水産課

成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

18-01-⑤



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 33.8

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

地元の水産物を購入するよう心がけている市民の割合（％）

18－02－①

水産業等の経営の安定化

高付加価値の加工製品の拡大などにより、水産業等の経営の多角化・安定化を促進するとともに、地元水産
物等の消費拡大を図ります。

草津市水産振興協議会や草津ホンモロコ生産組合など関係機関と連携し、草津市の水産物のＰＲに努める。
また、生産量、販売量を増やすためにさらなる取り組みを行う。

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（※基準値） 31.8 32.8

30.8 29.8 28.0

市民意識調査の結果、地元の水産物を購入するよう心がけている市民の割合は、前年度より1.8％減少した。
さらに、市民に地元の水産物や特産品のＰＲを行い、購入できる機会を増やす取り組みを進める。

水産まつり、宿場まつり等において、地元の水産物を積極的にPRし販売を行った。しかし、生産量、販売量が
減少していることが課題であり、生産量、販売量の増加に向けて検討を行う必要がある。

 

主要事業 担当課 達成度評価理由

畜産振興対策事業 農林水産課 畜産振興の向上に努めた。

水産振興協議会活動補助事業 農林水産課
草津市水産振興協議会への支援を通して
地元産水産物のPRに努めた。

事務事業 担当課
成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。

18-02-①



第５次草津市総合計画第２期基本計画

■施策評価シート

施策番号

施策名

施策の概要

成果指標（単位）

平成28年度

目標値 26,500

実績値

成果指標実績に対するコメント

施策の達成度評価

評価に基づいた平成29年度取組みについての考え方

施策実績に影響を与えた外的要因その他特記事項

■施策に含まれる主要事業一覧

成果達成度
（主要事業のみ）

○

○

■施策に含まれるその他の事業一覧

漁獲量（kg）

18－02－②

漁場環境の保全と漁業資源の確保

天然の産卵繁殖場など漁場環境の保全に努めるとともに、漁業資源の安定を確保するため“獲る漁業”から
“つくり育てる漁業”への転換を進めます。

今後もごみの回収等を通じて琵琶湖の漁場環境の改善および保全に取り組む。

平成25年度 平成26年度 平成27年度

（※基準値） 26,500 26,500

26,186 29,866 26,179

琵琶湖の漁場環境の保全に努めた活動の成果により、漁場環境は回復の傾向にある。
漁獲量は前年度より3,687kg減少した。前年度中に漁業者が１名減少したこと等労働力の減少が要因であると
考える。

琵琶湖の日に行うごみ回収等の琵琶湖の漁場環境の保全活動により、在来魚が生育しやすい環境づくりや、
琵琶湖（漁港）を利用する人にとっての良好な環境づくりに寄与することが出来た。

平成25年度からは、新たに滋賀県で水産多面的機能発揮対策事業を実施されることとなり、本市の漁協でも
事業に取り組まれることとなったことから、より重点的に水草の刈り取りやごみ回収等を行うことが出来た。

主要事業 担当課 達成度評価理由

漁港管理事業 農林水産課
指定管理者による適切な漁港管理を行う
ことができた。

水産業振興対策事業 農林水産課
平成24年度に養殖をはじめた淡水真珠
は、順調に生育している。

事務事業 担当課
成果達成度の表示について

◎ 期待を超える成果があった

○ 期待どおりの成果があった

△ 期待未満の成果であった

※施策に含まれる事務事業のうち、主要事

業についてのみ記載しています。
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